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◆小中学校での熱中症対策について 

 夏季休業期間が短縮となり、児童生徒の登下校時を含む、学校生活

での暑さによる体調不良や熱中症などが心配される。対策について

伺う。 

（１）飲料水の確保について 

（２）体育・プール授業の対応について 

（３）学校施設整備の対策について 

 

◆子育て世代包括支援センターについて 

 今年度中の開設に向けた整備工事の進捗状況について伺う。 

（１）11月頃、工事開始は予定通り可能なのか。 

（２）業務体制、レイアウト等について、予算特別委員会での質疑後、

再検討は行われたか。 

 

 

【質問本文】 

通告しておりました２件について質問いたします。 

１件目、小中学校での熱中症対策について伺います。 

今年度は授業日数の関係で、夏季休業期間が短縮となり、児童生徒の登下校を含む学校生活での

体調不良や熱中症などが心配されます。 

対策について３項目伺います。 

１項目目、飲料水の確保についてです。 

子どもたちは通常自宅から水筒を持参しており、中学生の場合は校内の自販機で購入するなどし、

飲料水を確保しています。今年は暑さの厳しい７，８月が登校日となるため、自宅から飲料水を持

参したとしても飲み干して足りなくなったときや下校時のために補充できるよう、学校に飲料水の

提供体制が必要だと考えます。 

５年前に一般質問で「中学校の飲料水の確保」について取り上げた際の回答で「水道水の衛生管

理を徹底していきたい」とされました。その後改善されたでしょうか。現在の学校施設の水道水は

安心安全で、積極的に飲んでよいと勧めていいのでしょうか。 

飲料水の提供、補充の対策として、自動販売機で購入し家計負担を増やすのではなく、水飲み場

の整備、冷水器の設置、ペットボトル飲料水の無料配布等を検討すべきと考えますが、見解を伺い

ます。 

次に２項目目、体育・プール授業の対応についてです。 

学校教育活動中はマスク着用が適切だという方針ですが、体育授業は十分な呼吸の確保、熱中症

のリスクが指摘され着用は必要ないとされています。太宰府市としての対応策はどのように考えて

いるのか伺います。またプール授業の実施について方針は決定されているのか伺います。 



最後に３項目目、学校施設整備の対策についてです。 

教室内にはエアコンが設置されていますが、換気の必要があるため十分に涼しく過ごせるか不安

があります。設定温度、換気時間の設定等細やかな配慮が必要になってくると思います。ガイドラ

インについて伺います。 

さらに体育館での授業、教室内での密集の回避のために体育館を利用することも考えられます。

早急にエアコンの設置と合わせて、冷風機等の設置も進めるべきと考えますが見解を伺います。 

 

２件目、子育て世代包括支援センターについて伺います。 

令和２年度当初予算において、子育て世代包括支援センター整備工事費が計上されました。今年

度中の開設予定ですが、２項目について伺います。 

１項目目、工事の進捗についてです。 

11月頃、工事開始と聞いていますがコロナ感染拡大で工事の進捗に影響が出るのではないかと気

になるところです。予定通り進んでいるのか、また工事完了までの日程について伺います。 

２項目目、業務体制、レイアウト等の再検討についてです。 

予算審査時に、センターの相談環境について「ゆっくりとしたところで、秘密が守られる場所の

確保」ができることを要望しておりました。 

今回事業を一体的に進めるということで現在配置されている保育士さんに加えて、保健師・助産

師等の職員が増員されることになります。職員が増え、子育ての楽しさを共有し、ほっと一息つけ

る場が過密になること、プライバシーが守られるのか不安になり躊躇してしまうことなどの懸念が

あります。 

平成 31 年３月に日本公衆衛生協会が「市町村保健活動調査」報告書のなかで、子育て支援セン

ターの設置状況になどの調査を行っています。回答があった自治体のうち、子育て世代包括支援セ

ンターは 50％の市町村で設置済み、25％が設置予定であり、設置場所については設置済みでは、保

健センターが 71.0％を占めており、本庁舎内も 29.4％となっています。 

筑紫地区内でも、本庁舎内や保健センターに設置しています。本市においても母子手帳の交付か

ら始まる妊娠期、産前産後期のサポート、定期健診や子育て、親育て教室など行っている保健セン

ターや療育相談室のあるいきいき情報センター内に窓口をつくり連携強化と事業拡大を進めるこ

ととし、子育て支援センターは今のままお子さんとのリフレッシュの場として保障するよう再検討

していただきたいと考えますが見解を伺います。 

 


